
『教師の秘伝』を作成した目的は、「どこの学校でもできる方法」で、新しい時

代に求められる教育をするためです。特別な条件を整えた学校だけができるとい

うものではありません。これからの時代に必要な資質・能力を育成する教育は、

人と人とのよりよいかかわり方（対話を中心にした相互作用）が最も重要になり

ます。この秘伝を活用して、将来を見据えた教育の基盤づくりをして、深い学び

のあるアクティブ・ラーニングを実践して、教育のすばらしさを実感してほしい

と思います。

平成２８年１月２２日研究発表会

『教師の秘伝』を使って、これからの時代に必要な資質・能力を育成する教育を実践する

～思考力を基盤にした汎用的な能力を育成するアクティブ・ラーニングの実現に向けて～

川崎市立川崎小学校
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『教師の秘伝』を活用して、共通性と一貫性のある取組をしても、教育は人と人とのふれ合いのもとに行われ
るので、教師の個性や能力が発揮されることを妨げることはありません。共通性と一貫性のある方法をとると
いうことは、ある程度の制約はありますが、『教師の秘伝』はあくまでも学校としての基本です。これを達成
できた人は、『教師の秘伝』の考え方に即しながら、教師自身の個性を発揮した、教育の実践をできるように
していくことが、最終的なねらいなのです。

　しかし、それを理由に、教師が自分なりのやり方でバラバラの実践をしていたら、教師の力量の差で、児童
は大きな影響を受けてしまいます。特にこれからの時代に必要な資質・能力の育成も積み重ねることはできま
せん。また、組織として、教育に責任を持つということもできません。何よりも、そこにはチーム学校の存在
も機能性もありません。

　これからの時代の教育は、「何を知ったか」だけでなく、「何をできるようになったか」が求められ、資
質・能力の育成が重要になります。繰り返しになりますが、資質・能力は、１時間の授業や１つの単元や１年
間という短期間で養えるものではありません。年々積み重ねていくことで可能になるものです。

　これからの教育は、学校として、どのような資質・能力を育成するのか明確にするとともに、その育成のた
めにはどのような学び方が有効なのか、具体的な手立てを考え、共通性と一貫性のある取組をすることが重要
です。これを可能にするのが、校長のリーダーシップです。そして、この実践を通して、チーム学校が自然に
成立していくのではないかと思います。

具体的な取組の方向性

　深い学びのあるアクティブ・ラーニング（以下ＡＬ）を実現する方法は、いろいろあります。例えば、優れ
た先生は、得意の教科ばかりでなく、全ての教科でよい授業ができます。それは、子ども達に汎用的な能力
（資質・能力）を養っているからです。その先生の方法を、明らかにして、学校として共通性と一貫性のある
取組をするという方法です。児童に汎用的な能力が年々積み重ねられ、すばらしい教育ができる学校になるこ
とと思います。

　しかし、そのような条件に当てはまらない学校もあります。でも、深い学びのあるＡＬを実現したいと考え
ている先生もいらっしゃることと思います。

校長のリーダーシップとチーム学校

　児童の資質・能力を育成していくためには、児童に毎年育成する能力を、積み重ねていくことが不可欠で
す。学校の中で、力のある一部の先生が、よい教育を実践しているだけでは、児童に資質・能力を積み重ねて
いくことはできません。「あの先生はよかった。」、「この先生ははずれだった。」となってしまいます。

共通性と一貫性のある取組と教師の個性や能力

　学校として共通性と一貫性のある手立てを提示すると「教師の個性の発揮を妨げてしまう、教師特有の技術
や技能が生かせなくなる」などの理由で賛同を得られないこともあります。

　そのような場合は、川崎小学校の『教師の秘伝』を活用して、全校で一致した取組をすると、深い学びのあ
るＡＬを可能にする基盤を作ることができます。

また、みんなで効果的だなと思う方法を出し合い、共通性と一貫性のある取組をするという方法もあります。

『教師の秘伝』の役割

川崎市立川崎小学校
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年度当初の研究授業

　教師の秘伝を活用した取組を継続していれば、学級編成後の新しいクラスを担任しても、学び方や
学級集団づくりに共通性があるので、これまで通りの学習の進め方ができます。そして、短期間で、
次のステップを目指すことができるようになります。子どもの資質・能力が育っているので、４月で
も抵抗なく公開授業を行うことができます。

短期間での変容

　学校全体で年度当初から教師の秘伝を活用した取組を始めると、短期間で「子どもが積極的に発言
するようになる。」、「注意し合うようになる。」、「よく話を聴くようになる。」、「助け合うよ
うになる。」など、多くの変容が見られるようになり、学校全体の雰囲気もよくなってきます。

チーム学校の成立

　教師全員が同じ方向を向いて取り組み始めると、共通の話題が多くなり、自然に教師間の交流が活
性化してきます。取組が進むにつれて、効果が目に見えて出てくるので、教師が自信を持って実践で
きるようになります。そして、困ったことがあると、教師集団の共通の問題として、みんなで解決し
ようとする助け合いの雰囲気も生まれてきます。意思疎通がたいへんよくできるようになります。力
のある人が「教えてあげる」から、みんなで「学んでいく」に教師集団が変容し、チーム学校が成立
していきます。

　教師の秘伝を活用しての教育は、集団を機能させていくことで教育を充実させようとするも

のです。つまり、人と人とのかかわりを通して学ぶことを基本にしているということです。教

育の現場では、「学習に主体的に取り組む。」「課題解決力を養う。」「思考力・判断力を養

う。」、「表現力を養う。」、「コミュニケーション能力を養う。」、「社会性を発達させ

る。」「道徳心を養う。」などをめざして多種多様な実践が行われてきました。これらは、ど

この学校でも目指してきたことだと思います。同様に教師の秘伝でも、これらの技能や能力、

倫理観を養うことを目指しています。毎日の学習の指導においても、学習の狙い達成のみでは

なく、思いやり、助け合い、人とかかわる力、倫理観、思考力・判断力・表現力・創造力、人

と協働して問題解決する力などを積み重ねていくことをめざしています。これがアクティブ・

ラーニングの考え方と一致していたということです。アクティブ・ラーニングは、対話による

相互作用を通して、汎用的な能力を養うものです。対話による相互作用は、集団を機能させる

ことと一致、汎用的な能力は、前述した養おうとしている力と一致しています。このことか

ら、川崎小学校で活用している「教師の秘伝」は、アクティブ・ラーニングにつながっていく

ものだと判断しました。そして、これからの時代に必要な資質・能力を育成する学習としてア

クティブ・ラーニングが諮問されたので、アクティブ・ラーニングという概念を使った方が伝

わりやすいと考え、川崎小学校の教育もアクティブ・ラーニングにしました。

なぜ、アクティブ・ラーニング（ＡＬ）なのか
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業務の効率化と教師の力量の向上

　教師は、学校生活だけではなく、家庭生活も大切にしながら、教師自身の社会経験を豊かにすることも必要
です。そして、社会にアンテナを張り、実社会や実生活にかかわりの深い学習を目指してほしいと思います。
学習指導要領の内容を深く理解するとともに、自分なりの思いを持って単元を構成できるようにして、対話を
中心にした相互作用が充実したアクティブ・ラーニングを実現してほしいと思います。

リーダーの育成

　この取組を始めると、短期間で秘伝の方法を習得して、すばらしい実践をする教師が出てきます。
このような教師が、年令・経験に関係なく、自然にリーダーとして、周囲に働きかけ、取組を充実さ
せるようになります。

　経験豊富な人は、問題対応等も慣れているので、リーダーになるべきだという考え方もあります。
しかし、『教師の秘伝』を活用しての取組は、問題が起こらないようにするための積極的なものであ
り、問題が起こったときどう対応するかという消極的なものではありません。前向きな視点からリー
ダーを想定し、実力のあるリーダーが学校運営の中核になっていくことが、チーム学校として機能す
ることにつながります。

業務の効率化の重要性

　一貫性と共通性のある取組をしているので、どの教師に聞いても、初任者に対して的確な助言がなされま
す。初任者にとっては、周囲の同僚とのかかわりで充実した学びが可能になります。

　また、基本に立ち返ることも大切です。子どもに向き合い、よりよい教育の実践ができれば、全て
解決できるのではないでしょうか。教育そのものをよくする具体的な方法を考え、共通性と一貫性の
ある取組をすることから、道は開けてくるのではないかと思います。

　教育そのものに時間と労力を注げるようにして、形だけのものはやらないことにしたり、簡単に終
わらせたりすることも必要なのです。

　今日の学校は、社会の要請に基づく取組
が、どんどん入ってきて、多忙化していま
す。本来なら、保護者がやるべきこと、保護
者に要求するべきことも学校は抱えざるを得
なくなっています。本当に多忙であると感じ
ている教師がほとんどではないかと思いま
す。しかし、これを嘆くだけでは何も解決し
ません。ではどうすればよいのでしょうか。

　これらの問題や要求に、個別にひとつひと
つ対応していては、時間や労力も全て奪わ
れ、振り回されてしまい、よい教育の実践ど
ころではありません。

初任者の育成

　一貫性と共通性のある取組が定着してくると、児童の資質・能力が育成されて学び方が定着してくるので、
初任者が担任をしても、学級集団として学ぶ力は備えています。そのため、初任者として、「どうやったら児
童が発言するのか」、「どうやったら授業に集中するのか」、「どうやったら思いやりを持って助け合いがで
きるのか」などの悩みは、ほとんどなくなります。このような学級集団と児童の良さをどう生かしていけるか
が、初任者の課題となります。

　また、初任者が授業を公開しても、子ども達に汎用的な能力の積み重ねがあるので、よい評価がなされるこ
とも、この取組の特徴となります。

　初任者にとって一から学級づくりをしていないというマイナス面はありますが、なぜこのようなよい集団に
なっているのか、大切なことは何かなど、毎日の実践から学ぶことができます。そして、学級集団の良さを維
持することが初任者の力量を高めていくことになります。
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４．４月の１日目から、全学級・全教職員が｢教師の秘伝｣の実践をします。

■これからの時代に必要な資質・能力の育成をしていくためにＡＬを実践することを確認します。

■４月から学校として、｢教師の秘伝｣を元に共通性と一貫性のある取組をすることを前提に、教師が
理解しておくため配布しておきます。

■対話による相互作用を中心にしたＡＬがこれからの時代に求められる教育であることを説明しま
す。

■実現のための基盤づくりとして「教師の秘伝」があることを説明します。

■共通性と一貫性のある取組でなければ、これからの時代に必要な資質・能力を養うことができない
ことを説明します。

■これからの時代に必要な資質・能力（汎用的に能力）を具体的に示します。（ルーブリック参照）

【学校として｢教師の秘伝｣を活用する場合】

■質疑に応答して、新年度より「教師の秘伝」に基づいて取り組むことを確認します。

（注意）｢教師の秘伝｣は目的ではなく、一貫性と共通性のある取組をするきっかけとして活用するこ
とを確認しておきます。

（注意）｢教師の秘伝｣が達成できたら、教師の個性を発揮した教育を目指すことを共通理解しておき
ます。あくまでも教師の秘伝は基本です。

（注意）｢教師の秘伝｣は共通性と一貫性ののある取組としてしばらく継続しますが、活用しながら学
校に合う形に変えていくことが大切です。

（注意）｢教師の秘伝｣の取組を具現化するため、校内研究でとりくむことが必要です。そして｢教師
の秘伝｣に基づいた公開授業を行い、全員が高め合うための協議が行われることが不可欠です。

３．校内研究の計画を立てる。（留意点を参考にしてください。）

■新年度が始まる前に、計画や組織・分担を明確にして、新年度が始まったら、すぐに提案できるよ
うにしておきます。組織と分担は、柔軟性と機動性を重視して決定していくと良いです。

１．次年度の取組で「教師の秘伝」に基づいて教育を実践していくことを確認します。（年度末）

２．新年度が始まる前に「教師の秘伝」を配布します。

■毎日の実践が大切なので、互いに授業を見合ったり、学年で相談し合ったりして、取組を進めるよ
うに働きかけていきます。（年度末に確認しておくと良いです。）

『教師の秘伝』活用の手順
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５．校内研究について全職員に提案して、共通理解を図ります。

■外部の人に見てもらうことに抵抗を持つ教師もいるかもしれませんが、子ども達が育ってくると、
教師も子どもも授業を見てもらうことが励みになります。

■この研究は、ある一単元をどうすれば良いかというものではなく、子ども達にこれまでにどんな力
（汎用的な能力）を積み重ねてきたかということが大切です。その場の教師の働きかけや、課題、発
問、教材で大きく左右されるものではありません。研究発表会を行う場合は、このことを踏まえてお
くことが必要です。

９．研究発表会を開催します。（開催する場合は、４月の研究計画の提案に入れておきます。）

■無理に発表会を行う必要はありません。

■研究の方向性と分担に基づいて、教職員が動けるように体制を作ります。特に、研究授業を行う日
程は、今後の変更がないように確実に確認しておくことが必要です。ＰＤＣＡサイクルについては、
研究を進めながらじっくり検討（時間をかけすぎない）すると良いと思います。育成していく資質・
能力、汎用的な能力・技能、ルーブリック、パフォーマンス評価など、いろいろと検討することはあ
りますが、まず実践して子どもの変容を見ていくことが大切です。研究発表会を予定する場合、この
段階で実施することと予定日は確認しておくと、心構えができて良いと思います。

６．校内研究を推進していくための講師を選びます。

■ＡＬを通して汎用的な能力を養う教育について、助言できる人を選びます。形式や知名度だけで選
んだり、特定の教科だけに優れている人を選んだりしても、的確な指導や助言ができず、方向性がず
れてしまうことがあります。適任と思われる人材が思い当たらない場合は、無理して外部に人材を求
めるのではなく、校内だけで進めることにして、校長先生が助言者になったほうが良いと思います。

７．各部会を開き、取組の確認と計画を立てていきます。

■部会のメンバーでじっくり共通理解を図り、取り組む内容と日程を具体化していくことが大切で
す。計画と日程を具体的にしていくように働きかけていくことも必要です。部会は、柔軟な動きがで
きるようにすることが大切です。

８．研究を進めていきます。

■研究主任や部会のリーダーと校長先生、教頭先生、教務主任の先生など、しっかり連携を図り、一
歩一歩確実に高めていく研究にしていきます。研究授業をしたら、「翌日から共通して取り組む何
か」が必ず生まれるようにしていくことが大切です。
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めざす教育（全員参加の活発な相互作用ができる集団作づくり）

■「一人も見捨てない。」みんなでよくなるということが、教師と児童の「学習・生活における価値
観」として共有することが基本になります。

■全員が授業に積極的に参加するため、全員挙手することが基本です。挙手の意義については、秘伝
１に詳しく書いていますが、正しく答えられるという意味で挙手するのではなく、自分が考えたこと
を発言する準備ができましたという意味です。

■挙手以外でも、全員を積極的に授業に参加させる方法があれば、それでもよいと思います。何より
も「一人も見捨てない」ということが大切です。

■これからの学習は、対話をもとにした相互作用が基本になります。「発言しなくてもあの子は聴い
ているのだから学習になっている」という考えは認めないことです。この考えは、発言しない子は、
見捨てられていくことにつながります。教師が、この子はここまででよいと決めつけてしまうこと
は、子どもの可能性を否定しています。発言できない子に対してこそ、教師は、しっかり向かい合っ
ていくべきです。この努力ができなければ、秘伝の考え方は成立しません。

■「話し合いで一部の子だけが活躍して、授業が深まったとしても、自分達の学校では意味のあるも
のではなく、求めるものでもない。」という考えを大切にします。話し合いが深まれば、参加できる
児童は当然少なくなりますが、これを念頭に置き、より多くの児童が、「どうすれば対話による相互
作用を活発に行い、主体的に学べるようになるか。」という視点を大切にしましょう。

〔例えば、発言できる児童が立って発言をつなげていく方法では、発言を聴くだけの児童が見過ごさ
れていくということに留意してほしいと思います。〕

『教師の秘伝』活用の留意点
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研究体制

■全体会・部会・推進委員会などを組織します。

■全体会は、研究計画の共通理解や研究授業後の協議や重要な点についての共通理解を図るときな
ど、開催します。臨時でも開けるように柔軟な組織にしておくことも大切です。

■推進委員会は、研究をどのように進めていくか企画していく組織です。研究の中心的な組織となり
ます。研究主任、校長、教頭、教務主任、各学年からの代表１名ずつで構成しますが、あくまでも例
示です。

■部会は、川崎小学校では、｢教師の秘伝｣部会、２１世紀型スキル(ICT)部会、集団作りの３部会に
しました。そして、各学年１人は、３部会に所属するように、学年で分担をしました。

■｢教師の秘伝｣部会は秘伝の具現化に向けての検討や見直しをします。２１世紀型スキル(ICT)部会
は、思考ツールの活用やＩＣＴの活用を推進します。集団づくりの部会は、対話による相互作用が活
発になるようにします。

■学年単位で指導案検討したり研究について話し合ったりすることが基本になりますが、低・中・高
学年部会をつくり、指導案等の検討ができるようにすると視野も広がります。

〔組織化例〕あまり複雑にしないことです。

推進委員会 秘伝検討部会

全体会 集団づくり部会

低学年部会 中学年部会 高学年部会

２１世紀型能力・スキル育成部会

１
年
部
会

２
年
部
会

３
年
部
会

４
年
部
会

５
年
部
会

６
年
部
会
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ルーブリックと資質・能力の育成（汎用的な能力・技能の育成）

汎用的な能力の育成について（本時の目標達成を重視するの？汎用的な能力の育成を重視するの？）

■思考力を基盤にした汎用的な能力を養うことは、学習指導要領にある思考力・判断力・表現力を養
うことにつながっていきます。各教科の特性における力を養うことも大切ですが、ここから始めるこ
とは、たいへん難しいことでもあります。教材の工夫、課題の工夫、発問の工夫、１時間の流し方の
工夫だけでは、思考力を基盤にした汎用的な力を養うことは困難だからです。対話を中心にした相互
作用を通して、学ぶ経験を積んでいくことで、発言をつないで考えを統合していくことができる集団
になります。そして、一人一人に思考力を基盤にした汎用的な能力を養っていくことが可能になるの
です。

■目標達成と汎用的な能力の育成は車の両輪と同じで、両方不可欠で重要です。汎用的な能力は、学
習内容を抜きにしては、養うことはできません。学習内容の質が高ければ、汎用的な能力は高まり、
深い学びとなります。但し、研究協議で、本時の目標達成と学習内容の話が中心になってしまって
は、従来と変わらず深い学びのあるアクティブ・ラーニングが期待できません。このことに留意し
て、授業に対する、研究協議をすすめることが大切です。
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

学習を通して学んだ人とのよりよいかかわり方を、自分の全ての
生活で実践して、自分の考え方に生かしたり、自分の生き方に取
り入れたりしていく態度

●年生
【評価基準・スタンダート】

各
学
年
ご
と
に
評
価
規
準
を
作
成
し
ま
す

[みんな一緒に生きている]　共生・協働の精神をもち、共生社会
を実現していく力　【キャリア在り方生き方教育】

学習問題の解決や自分の目的の達成のために、思考ツールの有効
性と特徴を理解し、有効に活用する態度

ＩＣＴ(情報通信技術)の有効性と特徴を知り、課題追究の学習にお
いて、積極的に活用して、自分の考えを深めていく力

思考力を基盤にした汎用的な力

基礎的・基本的な知識・技能
を児童が主体的に習得してい
き、自分のものとして活用で
きる

［知識に関するもの］

認め合うこと、助け合うこ
と、教え合うことを重視しな
がら、多様な考え方、経験、
価値観を出し合う話し合いを
して、児童自らが思考を広げ
たり深めたりしながら、新た
な知識を創造する力

［スキルに関するもの］

学んだことを自分や生活との
かかわりで捉え、自分の生活
や生き方に役立てようとする
態度

話し合いで出された多様な発言を大きくまとめて、まとまり相互
の関連性を意味づけるなどして統合していく力

話し合いを通して統合されたみんなの考えを、自分の知識や経
験、価値観と結びつけ、心で受け止めて、自分なりの新たな知識
を構成する力

多面的・多角的に考え、いろいろな考え方があることを理解して
多様な考えを認めたり、自分の考えを広げたり深めたりする力

人と協働して、考えを広げたり、深めたり、折り合いを付けたり
して、自己の考えに固執せず柔軟に思考しながら、問題解決に向
けて粘り強く取り組む態度

人と話し合う(対話・議論)ことのすばらしさを知り、積極的に話し
合いに参加して、自らの考えを広げたり深めたりしていく態度

問題の発見や解決に必要な情報を収集して、整理・分析して、目
的に応じたまとめ方をして、自分の考えの根拠として活用しなが
ら表現する力

多様な情報や考え方をつないで、自分なりに意味づけたり新たな
知識を構成したりして、創造したことを、生活や生き方に役立て
られるような価値あるものにしていく態度　　(イノベーションの
能力)

思いやりや優しさを優先して、教え合い・助け合い・支え合い、
人とかかわる良さを感じ取りながら、主体的・協働的な学習がで
きる力

生活や学習では、みんなでよくなることで自分もよくなることに
つながるという価値観のもとに、助け合ったり教え合ったりし
て、自らの生活や学び方をよりよくしていく態度

進んで挙手して主体的に学習活動に参加して、知識や技能を確実
に習得していく力

分からないこと・知らないことを恥ずかしがらず、自分から質問
したり、助けを求めたりして、主体的に知識や技能を習得してい
く力

教え合い、助けあい、支え合いながら、人とのかかわりを通して
知識や技能を習得していく力

新たに獲得した知識や技能を既存の知識や技能と関連付けたり組
み合わせたりしながら、学習活動や生活の場面で積極的に活用し
ていく力

話し合いにおいて、他の人の考え方と自分の考え方の関連性を考
えながら、表現する力

発言内容と発言内容の関連性を捉え、そこから共通点や法則を見
いだしたり、法則を適用したりして、論理的に思考していく力
【比較・関連・帰納・演繹・両面思考・類推・抽象作用・概念形
成・二律背反等】

[自分をつくる]　学ぶこと・働くこと・生きることの尊さを実感
し、学ぶ意欲を持つ　【キャリア在り方生き方教育】

[わたしたちのまち川崎]　心のよりどころとしてのふるさと川崎
に愛着を持つ　　【キャリア在り方生き方教育】

（例）川崎小学校で使用しているルーブリック

［情意に関するもの］

番
号

『育てたい力』【評価規準・クライテリオン】
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■研究協議は議論にならなければなりません。論点を明確にして、だれでも対等に意見を積み重ねて
いき、作り上げていくのが議論です。誰かが一方的に話して、分かりましたで終わりにしないで、考
えを積み重ねていく話し合いをします。それが相互作用でありＡＬにつながります。教師にもＡＬが
必要なのです。

■グループ協議では、「４校時の授業について」、「５校時の授業について」、別々のグループを編
成して協議をします。

■研究授業の在り方を改める必要があるのではないかと考えます。その場限りでなく、次の日から生
かされる研究にしなければなりません。そのためには、特に児童の変容に視点を当て、みんなが検証
できる研究にする必要があります。

■研究協議会の最後に校長の話を入れて、今後に向けての方向性や助言を具体的に示しましょう。こ
れが校長としてのリーダーシップの一つでもあります。研究主任や講師、担当に任せっぱなしにしな
いことが大切です。

■提案授業は、最初から最後まで全員が参観することになっています。

■提案授業が終了したら、代表の先生１人が児童に授業について振り返り(コメント)をして、次への
学びと意欲につなげます。（予め推進委員会で誰にするか決めておきます。）

研究授業

■川崎小学校の場合は、授業研究日は年６回です。（１学年１回）

■４時間目は、半分の学級が公開授業をして、５時間目は、１クラスが提案授業をします。

■４時間目は、全学級のうち半分(ABグループ分けする)が公開授業をします。(指導案は作成)

■４時間目は、自習にして公開授業を参観します。（自習ができないクラスの担任は参観できませ
ん。）

■５時間目の提案授業１クラスです。(学年で１クラス決めます)他のクラスは４時間授業です。

■グループ協議で出された論点を生かしながら、全体協議を進めます。

■ともするとこれまでの研究協議は、教材論や、１時間の流し方、発問や働きかけ、課題の適否とな
り、たいへん狭い範囲になりがちでした。「こういう発問をすればよかった。」、「このような資料
を使うべきだった。」、「課題はこうするべきだった。」など活発な話し合いが行われることもあり
ますが、それらが、次の日から全学年や学級において具体的にどうに生かされていくのか、どう積み
重ねられていくのか、確認されることは少なかったように思います。つまり、協議会の内容が転移応
用できて、次に直結する力になるということは、あまりなかったということになります。教科という
視点で考えると、同じ単元で同じ内容の授業をやるのは、１年後であり、一握りの教師がやるだけで
す。

■授業後の研究協議の内容は、本時のねらいの達成に関するものだけではなく、「どのような資質・
能力を養うことにつながっているか」という視点から協議が行われるようにする必要があります。

研究協議の内容と進め方
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校内研究と教科とＡＬ

研究に関する便り　(川崎小学校の場合　｢川トーク｣)

□推進委員会便り等を作成して、「研究協議の結果、翌日から共通して取り組むこと。」「助言の内
容で今後につながる重要な事項」「推進委員会からの連絡・確認事項」などを、推進委員が輪番で発
行することも、研究を進めていくためには有効です。

進んで授業を見てもらう

■校内研究での公開授業以外でも、自分なりに工夫して授業をするときは、進んで同僚に参観しても
らえるようにしていきます。積極的に授業を見せ合うことが、実質的に高めることにつながります。
高まりたいという意識が大切です。

■校内研究を１つの教科に絞り込むことは、決して悪いことではありませんが、研究成果が広がりを
見せて、全ての教育活動が向上するということは難しいものです。研究内容が変わったり、構成メン
バーが代わってしまったりすると、跡形もなくなって、苦労して作った冊子だけが残っているだけと
いうこともあります。広がりを見せる研究と、広がりがなく一定の段階で全く跡形もなくなってしま
う研究の違いはどこにあるのでしょうか。それは、他の教科や領域、学校生活にも通じる汎用的な能
力に着眼できているかどうかなのではないでしょうか。これからの時代に必要に資質・能力を育成す
るＡＬは、汎用的な能力や技能を育成することを重視しています。汎用的な能力の育成を意識した研
究にすることが大切です。
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■発表会は、発表者と聞き手の学習活動を考えたとき、体育館などの舞台で行うより、ポスターセッ
ションやワークショップにして、発表者と聞き手の交流を深めることを目的としたほうが学習として
は効果があります。

■グループ活動の場合は、グループで一人一人がどれだけ対話による相互作用ができているかが大切
です。グループで意見を集約し、それを全体で発表させて、まとめていくという授業では、子ども達
は育ちません。なぜなら、よく考えられる子、強く言う子だけの考えが反映されて、まてめられてし
まうことがよくあるからです。グループ単位で、一人一人の発言が大切にされ、考えを練り上げてい
くというのは、とても難しいことです。しかし、グループを否定するということではありません。自
分の考えを出して、それに対する意見をもらい、全体で発言するときの拠り所にできるなど、グルー
ブの効果的な活用方法はあります。思考ツールの使い方を定着させていくためには、グルーブでの思
考ツールの活用が効果的です。しかし、最終的には、個人が思考ツールを選んで目的に応じた活用で
きるようにすることが大切です。

■発表会をして、学習が終わりでは、発展性がありません。発表は、次の学習へ向けての始まりと考
えるべきです。発表後の聞き手の感想や意見が、聞き手全員から出されて、活発な意見の交換(相互作
用)ができることが大切です。

■発表会は、一人一人が発表でどのような役割を果たせるかが大切です。グループの考えや自分の思
いを出せることが大切です。見栄えや形を優先しないようにしましょう。当日の結果でしなく、発表
会までの過程にこそ大切な学びがあるという考えを持つことが大切です。

よい授業を児童に見せる

■よい学習ができている学級の授業の様子を児童に見せ、何が良いか説明することも、児童の学ぶ力
をつけていくことにつながります。教師ばかりでなく、児童も互いに授業を見せ合うとよいです。

グループ学習について

学習の発表会は次の学習の始まり

発表とＩＣＴ活用

■ＡＬではパワーポイントの活用がたいへん有効です。教師や児童が予め学習で使用する写真や資
料、図やグラフを取り入れておくことができます。そして、話し合いなどで、自分の考えの拠り所と
してすぐに探し出して活用することができます。また、学習のまとめとして発表会をするとき、パ
ワーポイントの資料から、必要なものを選んで、順序立てて発表することも考えられます。その場
合、図や資料を作成する時間が短縮できて、発表を充実させるための時間をとれるメリットがありま
す。
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■発言をつなげ、論理的に積み重ね、考えを統合していく過程を経験して、思考力を養っていくこと
は、汎用的な能力を養うために最も重要です。教師として、「論理的な思考とは」、「考えを統合し
ていくとは」、常に考え試行錯誤しながら授業を実践していくことが、より深いＡＬを可能にしま
す。

■発言が活発でも、発言の内容につながりがなくて羅列されていくだけでは、深まりのある思考はで
きません。また、発言が羅列されたものを、気の利いた子がまとめて終わってしまう学習でも思考は
深まりません。つまり、「活動あって学びなし」となってしまうということです。

全ての教育活動を通して行う「話の聴き方」

話し合いは議論

■聴き方の指導は、汎用的な
能力として、全ての教育活動
において積み重ねていくこと
が大切です。毎日の授業はも
ちろん、朝会、行事、特別活
動で、話の聴き方の指導を積
み重ねることです。　自分が
（教師）が児童に何か伝える
ときも、伝えることだけを目
的とするのではなく、同時に
話の聴き方を指導するという
ことも意識して、積み重ねて
いくことが大切です。
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対話をもとにした相互作用による学び

■これからの時代に向けた資質・能力を育成するためには、対話による相互作用を通して、資質・能
力を育成するＡＬが重要になります。相互作用は、人とのかかわりから学ぶものであり、相互に情報
をやりとりしながら自分の考えを深めていけることが基本になります。そのためには、「きちんとし
た議論ができる。」「相手の考えを理解しようとする。」「自分の考えを伝えられる。」「折り合い
をつけられる。」「相手を思いやる。」などの汎用的な能力や技能が必要になります。
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形式から入ったものは、いつまでも続けるのか。

■「相互指名は、必要ない。」「ハンドサインは必要ない。」「話型は必要ない。」などの短絡的な
教師の考えは、受け入れないようにします。

■相互指名、ハンドサイン、話型などの形式から入っているものは、本来の目的を達成できたり、違
う形のものがよいと判断できたりした場合は、見直すことも必要になります。但し、見直しの根拠は
明確にしておくことが大切です。

■例えば、相互指名は「次を指名するまで時間がかかりすぎる」、「特定の児童が指名されることが
多くなってしまう」など、機能するまでは問題が出てきます。このような欠点があるので、「やりま
せん」では進歩がありません。このような欠点は、教師の働きかけ次第で簡単に克服できます。子ど
もに任せっぱなしだと起こる問題です。教師が指名したり、児童の立場になって挙手して発言するこ
とも必要です。相互指名は、自分達で話し合いを進めていくことができるメリットがあることを忘れ
ないようにします。

■例えば、低学年・中学年・高学年では、育成する資質・能力はここまでという区切りをつけるので
はなく、小学校で最終的に育成したい資質・能力(ゴール)を踏まえ、各学年ごとに、取組を実践しな
がら、設定と見直しを繰り返していくと良いと思います。

■指導案は、枚数を少なくして、教師が単元の構成や構造化の学びが見える形式にします。

■提案授業については、本時の理想の流れの案を作成して、それをもとに検討します。授業者の板書
や最終的なねらいを、具体的に理解していくためです。

■「学習目標の達成」と「汎用的な能力の育成」は車の両輪と同じで、学習内容がなければ、汎用的
な能力の育成はできません。しかしながら、この研究に着手して１～３年は、意図的に汎用的な能力
の育成を協議の話題の中心にすることが大切です。

■ルーブリック（評価計画表）を作成して、育てたい資質・能力を明確にします。それを受けて、各
学年ごとに、養うべき汎用的な能力・技能を具体的にして、授業や全ての教育活動を通して、育成し
ていきます。

■汎用的な能力や技能は、継続することで養うことが可能になりますが、実社会や生活とのつながり
を重視して、「何ができるようになるか」を意識しながら設定するようにします。

留意事項

■研究の組織は、これまでの形式にはこだわらず、柔軟に動ける組織づくりをします。

■必要な文書は作成しますが、あまり活用されない冊子は作成する必要はありません。

■対話をもとにした相互作用を生かして、資質・能力(汎用的な能力)を育成すること、つまりＡＬを
中心にした研究にします。

■研究を始めた当初は、教科についての話し合いより、汎用的な能力の育成を中心にした協議ができ
るようにします。「この課題は」、「この発問は」、「この教材は」、「この資料は」など１時間レ
ベルの話し合いだけではなく、この学習を通して、子ども達に、「どのような汎用的な能力を育成す
るべきだったか」、「これまでに養ってきた汎用的な能力は生かされていたか」、「これからはどん
な汎用的な能力を養っていくことが必要か」、「対話による相互作用は活性化していたか」等を大切
にします。
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　ＡＬを通して養う汎用的な能力や技能は、実社会や実生活で活用できるものでなければなりません。

そのためには、ＡＬを深い学びにするため、自分の生活や経験と関連づけて考えをまとめたり、発言し

たりできるようになることも不可欠です。フォーマルな発言ばかりでなく、インフォーマルな個別の経

験に基づく発言も気軽に出し合えるようにすることが大切です。このような話し合いを可能にする手段

として、「フリートーキング」が考えられるということです。自分の生活の中でみんなに伝いたいこと

を考え発表して、それをもとにクラスで話し合うという活動を日常化することです。川崎小学校でも、

ご指導いただいている上智大学の奈須先生の助言により、平成２７年度より取り入れています。この効

果が少しずつ出始めて、授業でも、児童は生活経験に関連づけたり、生活とのつながりを意識したりし

ながら自分なりの考えを出すことが見られるようになってきました。このことが定着していくと、学ん

だことを自分の生活や生き方に取り入れ、実践できるようになることが期待できるのだと思います。

フリートーキングの導入（実社会・実生活とのかかわり）

秘伝活用後の児童の変容

■秘伝をもとにした取り組みを開始すると、短期間で子ども達の変化が現れます。全員が主体的に授
業に参加できるようになり、集団としての士気が高まり、学級集団としてのまとまりが出てきます。
児童は、進んで教え合ったり、助け合ったり、話をよく聴いたり、プラスの方向への循環が開始しま
す。教師は、授業をやっていても、その他の指導をしていても、児童が話を良く聴いて、考えるよう
になるので、いろいろな場面で児童の良さを発見できるようになり、教師としての喜びと充実感を得
られるようになってきます。
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〔社会科の例〕

■ひとつの例を以下に示しますが、学習指導要領の解説書(文部科学省)と他社の教科書(使用している
教科書以外の会社で作っている教科書)は、学校で揃えておきたいと思います。

教材研究の進め方

単元の作り方の研修資料
１．準備するもの(研修会資料)

①文部科学省の『小学校学習指導要領解説（●●編）』

②国立教育政策研究所の『評価規準の作成のための参考資料(小学校）』

③教科書会社の『指導書』と『教科書』

④単元のねらいに関連する資料・参考書・他社教科書等

２．単元をつくる手順

①小学校学習指導要領解説を読んで目標と内容を確認し、何を指導することが大切なのかを自分で理解する。

②『指導書』と『教科書』を読んで、指導の具体例・概要を知る。（あくまでも一つの例として受け止める）

③単元の目標を設定する。【小学校学習指導要領解説を基盤にしながら】

④単元の観点別の目標を設定する。【評価規準の作成のための参考資料(小学校）を基盤にする】

⑤単元の目標を達成するための１時間レベルでの必要な指導内容(本時目標・本時の主な活動・本時の評価規準)を

　考える。〔単元の構成〕【『指導書』と『教科書』資料・参考書・他社教科書等を参考にしながら考える】

《重要》本校の教育の重点の話し合いの場面の設定を重視する。

⑥指導内容の順序を、「児童の実態」と「児童の意識の流れ」を想定して、決定する。〔単元の構造化〕＝指導計画

　　　　　　　　　【学習課題を明確にしながら１時間の中の活動とその順序も決定する。】

⑦学習に必要な、道具・用具・材料・資料等の準備をする。

⑧学習指導の実践

⑨実践後、計画の修正等をして、次年度に活用できるように保管する。

単元名

単元目標

社会的事象への
関心.意欲.態度

社会的な思考.判断.表現 観察.資料活用の技能
社会的事象についての

知識.理解

〔指導計画〕

1 3 5

学習課題 学習課題 学習課題

学習活動

１時間レベル １時間レベル １時間レベル １時間レベル １時間レベル １時間レベル

学習内容 学習内容 学習内容 学習内容 学習内容 学習内容

学習活動 学習活動

学習活動 学習活動 学習活動

学習活動 学習活動 学習活動

2 4 6

学習課題 学習課題 学習課題

学習活動 学習活動 学習活動

学習活動 学習活動 学習活動

学習活動 学習活動 学習活動
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